
JP 2018-46792 A 2018.3.29

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】飼育ケージ内を十分に鑑賞できる飼育ケージホ
ルダーを提供する。
【解決手段】本発明の飼育ケージホルダーＰ１は、飼育
ケージ５と、ケージ設置スペースが上下方向に並んで設
けられたホルダー本体１とを備える。ホルダー本体１は
、ケージ設置スペースの前後に配置される一対のフレー
ム１１と、ケージ設置スペースを側方に開口する側方開
口部１５と、上下に隣合うケージ設置スペース間を連通
する上下開口部１４と、一対のフレーム１１の対向面に
設けられた一対の支持片とを備える。飼育ケージ５の前
面および後面に前後一対の外向き突起が設けられる。飼
育ケージ５がケージ設置スペース内に配置された状態で
一対の外向き突起が一対の支持片に掛止することによっ
て、飼育ケージ５がホルダー本体１に支持される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチック製の飼育ケージと、前記飼育ケージを収容可能なケージ設置スペースが上
下方向に複数並んで設けられたホルダー本体とを備え、
　前記ホルダー本体は、前記ケージ設置スペースの前後に配置される前後一対のフレーム
と、前記ケージ設置スペースを側方に開口する側方開口部と、上下に隣合う前記ケージ設
置スペース間を連通する上下開口部と、前記一対のフレームの対向面に各ケージ設置スペ
ースに対応してそれぞれ設けられる前後一対の支持片とを備え、
　前記飼育ケージの前面および後面に外方に突出するように前後一対の外向き突起が設け
られ、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペースに対し前記側方開口部を介して出し入れ自在
に構成されるとともに、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペース内に配置された状態で前記一対の外向き突起
が前記一対の支持片に掛止することによって、前記飼育ケージが前記ホルダー本体に支持
されるように構成されていることを特徴とする飼育ケージホルダー。
【請求項２】
　前記一対のフレームに、前記ケージ設置スペースを前後方向に開口する前後開口部が設
けられている請求項１に記載の飼育ケージホルダー。
【請求項３】
　前記一対の支持片が、左右方向にそれぞれ延びる一対のレールによって構成され、複数
の前記飼育ケージの各一対の外向き突起がレール長さ方向に間隔をおいてそれぞれ掛止す
ることにより、１つの前記ケージ設置スペースに対し複数の前記飼育ケージが左右方向に
並んで配置されるように構成されている請求項１または２に記載の飼育ケージホルダー。
【請求項４】
　位置決め凸部および位置決め凹部のいずれか一方が、前記外向き突起に設けられるとと
もに、他方が前記支持片における前記外向き突起の取付位置に設けられ、
　前記位置決め凸部が前記位置決め凹部に嵌め込まれることによって、前記外向き突起の
前記支持片に対する位置決めが図られるように構成されている請求項１～３のいずれか１
項に記載の飼育ケージホルダー。
【請求項５】
　前記飼育ケージは、容器本体を備え、
　前記容器本体は、底壁と、前記底壁の外周縁部に立ち上がり状に設けられた周壁と、前
記周壁の上端縁の内側に設けられた上端開口部と、前記周壁の上端縁に周方向に沿って設
けられ、かつ外方に張り出すように配置される口縁部とを備え、
　前記口縁部の前後両端縁によって前記外向き突起が構成されている請求項１～４のいず
れか１項に記載の飼育ケージホルダー。
【請求項６】
　前記飼育ケージは、容器本体と、蓋とを備え、
　前記容器本体は、底壁と、前記底壁の外周縁部に立ち上がり状に設けられた周壁と、前
記周壁の上端縁の内側に設けられた上端開口部と、前記周壁の上端縁に周方向に沿って設
けられ、かつ外方に張り出すように配置される口縁部とを備え、
　前記蓋の前後両端縁に前後一対のフックが設けられ、
　前記一対のフックが前記口縁部の前後両端縁にそれぞれ弾性係合することによって、前
記蓋が前記容器本体の前記上端開口部を閉塞した状態に固定されるように構成され、
　前記口縁部の前後両端縁によって前記外向き突起が構成されるとともに、
　前記一対のフックの先端部によって前記位置決め凸部が構成されている請求項４に記載
の飼育ケージホルダー。
【請求項７】
　前記ホルダー本体は、上下に隣合う前記ケージ設置スペース間において分割可能に構成
されている請求項１～６のいずれか１項に記載の飼育ケージホルダー。
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【請求項８】
　プラスチック製の飼育ケージと、前記飼育ケージを収容可能なケージ設置スペースが設
けられたホルダー本体とを備え、
　前記ホルダー本体は、前記ケージ設置スペースの前後に配置される前後一対のフレーム
と、前記ケージ設置スペースを側方に開口する側方開口部と、前記ケージ設置スペースを
上下方向に開口する上下開口部と、前記一対のフレームの対向面に設けられる前後一対の
支持片とを備え、
　前記飼育ケージの前面および後面に外方に突出するように前後一対の外向き突起が設け
られ、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペースに対し前記側方開口部を介して出し入れ自在
に構成されるとともに、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペース内に配置された状態で前記一対の外向き突起
が前記一対の支持片に掛止することによって、前記飼育ケージが前記ホルダー本体に支持
されるように構成されていることを特徴とする飼育ケージホルダー。
【請求項９】
　前記一対のフレームに、前記ケージ設置スペースを前後方向に開口する前後開口部が設
けられている請求項８に記載の飼育ケージホルダー。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の飼育ケージホルダーを複数備え、
　複数の前記飼育ケージホルダーが上下方向に積み重ねられた状態に配置されていること
を特徴とする飼育ケージ陳列構造。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の飼育ケージホルダーを複数備え、
　複数の前記飼育ケージホルダーが水平方向に並んだ状態に配置されていることを特徴と
する飼育ケージ陳列構造。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、小動物や、植物等の比較的小型の生物を飼育栽培する際に用いられる飼育
ケージが陳列保管される飼育ケージホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　昆虫、は虫類、両生類、魚類等の小動物を飼育鑑賞する際には一般に飼育ケージが用い
られる。近年、複数の小動物を飼育するに際して、小動物を１匹ずつまたは数匹ずつに分
けて飼育ケージにそれぞれ収容して飼育する場合がある。このような飼育方法では、飼育
ケージの数が多くなり、設置場所を確保するのが困難になってしまう。
【０００３】
　そこで下記特許文献１～３に示すように、収納ラックを用いて複数の飼育ケージを管理
するようにした飼育ケージ保管装置が開示されている。特許文献１に示す飼育ケージ保管
装置は、収納ラックの棚板上に飼育ケージを並べて載置することによって、複数の飼育ケ
ージを保管するようにしている。
【０００４】
　また特許文献２，３に示す飼育ケージ保管装置は、棚板の各間に飼育ケージをレールを
介して吊持することによって、複数の飼育ケージを保管するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－９５００４号
【特許文献２】特開２０１５－８４７０３号
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【特許文献３】実用新案登録第３１８７２３０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１～３に示す従来の飼育ケージ保管装置は、保管される飼
育ケージが収納ラックの棚板間に配置されているため、見る角度によっては棚板によって
視界が遮られてしまい、飼育ケージ内の小動物等を十分に鑑賞できないという課題があっ
た。
【０００７】
　この発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、飼育ケージ内の動植物等を十分
に鑑賞することができる飼育ケージホルダーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明は以下の構成を要旨とするものである。
【０００９】
　［１］プラスチック製の飼育ケージと、前記飼育ケージを収容可能なケージ設置スペー
スが上下方向に複数並んで設けられたホルダー本体とを備え、
　前記ホルダー本体は、前記ケージ設置スペースの前後に配置される前後一対のフレーム
と、前記ケージ設置スペースを側方に開口する側方開口部と、上下に隣合う前記ケージ設
置スペース間を連通する上下開口部と、前記一対のフレームの対向面に各ケージ設置スペ
ースに対応してそれぞれ設けられる前後一対の支持片とを備え、
　前記飼育ケージの前面および後面に外方に突出するように前後一対の外向き突起が設け
られ、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペースに対し前記側方開口部を介して出し入れ自在
に構成されるとともに、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペース内に配置された状態で前記一対の外向き突起
が前記一対の支持片に掛止することによって、前記飼育ケージが前記ホルダー本体に支持
されるように構成されていることを特徴とする飼育ケージホルダー。
【００１０】
　［２］前記一対のフレームに、前記ケージ設置スペースを前後方向に開口する前後開口
部が設けられている前項１に記載の飼育ケージホルダー。
【００１１】
　［３］前記一対の支持片が、左右方向にそれぞれ延びる一対のレールによって構成され
、複数の前記飼育ケージの各一対の外向き突起がレール長さ方向に間隔をおいてそれぞれ
掛止することにより、１つの前記ケージ設置スペースに対し複数の前記飼育ケージが左右
方向に並んで配置されるように構成されている前項１または２に記載の飼育ケージホルダ
ー。
【００１２】
　［４］位置決め凸部および位置決め凹部のいずれか一方が、前記外向き突起に設けられ
るとともに、他方が前記支持片における前記外向き突起の取付位置に設けられ、
　前記位置決め凸部が前記位置決め凹部に嵌め込まれることによって、前記外向き突起の
前記支持片に対する位置決めが図られるように構成されている前項１～３のいずれか１項
に記載の飼育ケージホルダー。
【００１３】
　［５］前記飼育ケージは、容器本体を備え、
　前記容器本体は、底壁と、前記底壁の外周縁部に立ち上がり状に設けられた周壁と、前
記周壁の上端縁の内側に設けられた上端開口部と、前記周壁の上端縁に周方向に沿って設
けられ、かつ外方に張り出すように配置される口縁部とを備え、
　前記口縁部の前後両端縁によって前記外向き突起が構成されている前項１～４のいずれ
か１項に記載の飼育ケージホルダー。
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【００１４】
　［６］前記飼育ケージは、容器本体と、蓋とを備え、
　前記容器本体は、底壁と、前記底壁の外周縁部に立ち上がり状に設けられた周壁と、前
記周壁の上端縁の内側に設けられた上端開口部と、前記周壁の上端縁に周方向に沿って設
けられ、かつ外方に張り出すように配置される口縁部とを備え、
　前記蓋の前後両端縁に前後一対のフックが設けられ、
　前記一対のフックが前記口縁部の前後両端縁にそれぞれ弾性係合することによって、前
記蓋が前記容器本体の前記上端開口部を閉塞した状態に固定されるように構成され、
　前記口縁部の前後両端縁によって前記外向き突起が構成されるとともに、
　前記一対のフックの先端部によって前記位置決め凸部が構成されている前項４に記載の
飼育ケージホルダー。
【００１５】
　［７］前記ホルダー本体は、上下に隣合う前記ケージ設置スペース間において分割可能
に構成されている前項１～６のいずれか１項に記載の飼育ケージホルダー。
【００１６】
　［８］プラスチック製の飼育ケージと、前記飼育ケージを収容可能なケージ設置スペー
スが設けられたホルダー本体とを備え、
　前記ホルダー本体は、前記ケージ設置スペースの前後に配置される前後一対のフレーム
と、前記ケージ設置スペースを側方に開口する側方開口部と、前記ケージ設置スペースを
上下方向に開口する上下開口部と、前記一対のフレームの対向面に設けられる前後一対の
支持片とを備え、
　前記飼育ケージの前面および後面に外方に突出するように前後一対の外向き突起が設け
られ、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペースに対し前記側方開口部を介して出し入れ自在
に構成されるとともに、
　前記飼育ケージが前記ケージ設置スペース内に配置された状態で前記一対の外向き突起
が前記一対の支持片に掛止することによって、前記飼育ケージが前記ホルダー本体に支持
されるように構成されていることを特徴とする飼育ケージホルダー。
【００１７】
　［９］前記一対のフレームに、前記ケージ設置スペースを前後方向に開口する前後開口
部が設けられている前項８に記載の飼育ケージホルダー。
【００１８】
　［１０］前項１～９のいずれか１項に記載の飼育ケージホルダーを複数備え、
　複数の前記飼育ケージホルダーが上下方向に積み重ねられた状態に配置されていること
を特徴とする飼育ケージ陳列構造。
【００１９】
　［１１］前項１～９のいずれか１項に記載の飼育ケージホルダーを複数備え、
　複数の前記飼育ケージホルダーが水平方向に並んだ状態に配置されていることを特徴と
する飼育ケージ陳列構造。
【発明の効果】
【００２０】
　発明［１］の飼育ケージホルダーによれば、上下に隣合うケージ設置スペース間にその
間を連通する上下開口部が設けられているため、飼育ケージを載置するような棚板等が存
在しない。このため棚板等によって視界が遮られることがなく、飼育ケージ内の動植物等
の生物を十分に鑑賞することができる。
【００２１】
　発明［２］の飼育ケージホルダーによれば、前後開口部を介して前後方向からも飼育ケ
ージ内を覗き込むことができるため、より確実に動植物等を鑑賞することができる。
【００２２】
　発明［３］の飼育ケージホルダーによれば、１つのケージ設置スペース内に複数の飼育
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ケージを収容できるため、飼育ケージを効率良く配置することができる。
【００２３】
　発明［４］の飼育ケージホルダーによれば、位置決め凸部を位置決め凹部に嵌め込んで
飼育ケージの支持片に対する位置を固定できるため、飼育ケージをホルダー本体により安
定した状態に保持することができる。
【００２４】
　発明［５］の飼育ケージホルダーによれば、容器本体の口縁部を外向き突起として利用
しているため、口縁部と外向き突起とを別々に形成する場合と比較して、構造の簡素化お
よびコストの削減を図ることができる。
【００２５】
　発明［６］の飼育ケージホルダーによれば、フックを位置決め凸部として利用している
ため、フックと位置決め凸部とを別々に形成する場合と比較して、構造の簡素化およびコ
ストの削減を図ることができる。
【００２６】
　発明［７］の飼育ケージホルダーによれば、飼育状況等に合わせて、ケージ設置スペー
スの段数を自在に調整できるため、汎用性を向上させることができる。
【００２７】
　発明［８］の飼育ケージホルダーによれば、ケージ設置スペースが上下方向に開口して
いるため、天壁や下壁が存在しない。このため天壁や下壁によって視界が遮られることが
なく、飼育ケージ内の動植物等の生物を十分に鑑賞することができる。特に本飼育ケージ
ホルダ－を複数積み重ねて使用する場合、棚板等に相当する仕切が存在しないため、より
一層鑑賞し易くなる。
【００２８】
　発明［９］の飼育ケージホルダーによれば、前後開口部を介して前後方向からも飼育ケ
ージ内を覗き込むことができるため、より確実に動植物等を鑑賞することができる。
【００２９】
　発明［１０］［１１］の飼育ケージ陳列構造によれば、多数の飼育ケージを効率良く配
置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１はこの発明の第１実施形態である飼育ケージホルダーを示す斜視図である。
【図２】図２は第１実施形態の飼育ケージホルダーを分解して示す斜視図である。
【図３】図３は第１実施形態の飼育ケージホルダーを示す正面図である。
【図４】図４は第１実施形態の飼育ケージホルダーを示す側面断面図である。
【図５】図５は第１実施形態の飼育ケージホルダーに適用された飼育ケージを分解して示
す斜視図である。
【図６】図６は第１実施形態の飼育ケージホルダーにおけるフック周辺を拡大して示す断
面図である。
【図７】図７はこの発明に関連した飼育ケージ陳列構造の一例を分解して示す斜視図であ
る。
【図８】図８はこの発明に関連した飼育ケージ陳列構造の他の例を示す側面図である。
【図９】図９はこの発明の第２実施形態である飼育ケージホルダーを示す正面図である。
【図１０】図１０は第２実施形態の飼育ケージホルダーを示す側面図である。
【図１１】図１１はこの発明の第３実施形態である飼育ケージホルダーを説明するための
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　＜第１実施形態＞
　図１はこの発明の第１実施形態である飼育ケージホルダーＰ１を示す斜視図、図２は分
解斜視図、図３は正面図、図４は側面図である。
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【００３２】
　これらの図に示すように、本第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１は、ホルダー本体
１と、そのホルダー本体１に保持される複数の飼育ケージ５とを備えている。なお本実施
形態の飼育ケージホルダーＰ１は、前後対称の形状を有しており、前後方向のいずれか一
方を前方とした場合、他方が後方となる。同様に本実施形態の飼育ケージホルダーＰ１は
、左右対称の形状を有しており、左右方向のいずれか一方を右側としたとき、他方が左側
となる。さらに本実施形態においては、発明の理解を容易にするため、図３の紙面に向か
って垂直方向を「前後方向」とし、左右方向を「左右方向」とし、上下方向を「上下方向
」として説明する。
【００３３】
　本第１実施形態のホルダー本体１は、前後方向に間隔をおいて平行に配置される透明な
プラスチック製の前後一対のフレーム１１，１１を備えている。一対のフレーム１１，１
１は、連結フレームとしてのプラスチック製の複数の連結パイプ１２を介して連結されて
いる。連結パイプ１２は、一対のフレーム１１，１１の両側縁部に上下方向に適宜間隔を
おいて配置されている。一対のフレーム１１，１１間にはケージ設置スペース１３が形成
されている。本実施形態においてケージ設置スペース１３は、上下に隣合う連結パイプ１
２，１２間に形成されており、上下方向に３つ並んで配置されている。
【００３４】
　また一対のフレーム１１，１１間において左右に対応する２本の連結パイプ１２，１２
間は、上下方向に開口する上下開口部１４となっている。この上下開口部１４によって、
ケージ設置スペース１３の上面および下面のほぼ全域が上方および下方に開口している。
つまり上下に隣合うケージ設置スペース１３，１３間は、その間に配置される上下開口部
１４によって連通されている。従って上下に隣合うケージ設置スペース１３，１３間を仕
切るような棚板等の仕切壁は存在しない。さらに最上段（３段目）のケージ設置スペース
１３の上面が上下開口部１４によって上方に開口しているため、天井壁等の仕切壁も存在
しない。さらに最下段（１段目）のケージ設置スペース１３の下面が上下開口部によって
下方に開口しているため、底壁等の仕切壁も存在しない。
【００３５】
　また一対のフレーム１１，１１間において上下に隣合う連結パイプ１２，１２間は、両
側方にそれぞれ開口する側方開口部１５となっている。この側方開口部１５によって各ケ
ージ設置スペース１３の両側面のほぼ全域が両側方に開口している。本実施形態において
は、この側方開口部１５を介して、飼育ケージ５をホルダー本体１内のケージ設置スペー
ス１３に対し出し入れできるようになっている。
【００３６】
　また一対のフレーム１１，１１には、前後方向に開口する前後開口部１６が形成されて
いる。この前後開口部１６は、各ケージ設置スペース１３の前面および後面にほぼ対応し
て形成されている。
【００３７】
　従って本実施形態のホルダー本体１においては、各ケージ設置スペース１３が、上下開
口部１４、側方開口部１５および前後開口部１６によって、上下方向、左右方向および前
後方向の６方向（全方向）が開口している。
【００３８】
　一対のフレーム１１，１１の対向面、つまり内側面には、各ケージ設置スペース１３の
上部に対応して、内方に向けて突出し、かつ左右方向に延びる前後一対のレール２，２が
一体に形成されている。本実施形態においては、レール２，２によって支持片が構成され
ている。
【００３９】
　各レール２，２にはそれぞれ２箇所ずつ切欠部２１が形成されている。この切欠凹部２
１によって、後述するようにレール１７に対して飼育ケージ５の位置決めを図ることがで
きるようになっている。本実施形態においては、切欠凹部２１によって位置決め凹部が構
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成されている。
【００４０】
　図５は飼育ケージ５を分解して示す斜視図である。図１～図５に示すように飼育ケージ
５は、透明なプラスチック製の容器本体６と、プラスチック製の蓋７とを備えている。
【００４１】
　容器本体６は、上端が開口された箱形の形状を有している。すなわち容器本体６は、平
面視長方形状の底壁６１と、底壁６１の外周縁部に立ち上がり状に設けられた周壁６２と
を一体に備え、略直方体の形状に形成されている。容器本体６の周壁６２の上端内側には
、容器本体６の内部を上方に開放する上端開口部６３が設けられている。さらに容器本体
６における周壁６２の上端縁には、周方向の全周に外方に張り出すようにして口縁部６４
が一体に形成されている。
【００４２】
　本第１実施形態においては、口縁部６４における前後両端縁６５，６５が前後一対の外
向き突起として構成されている。
【００４３】
　容器本体６の上端開口部６３を閉塞するように配置される蓋７の外周縁部には、容器本
体６の口縁部６４を外側から覆うように配置される外周壁７１が形成されている。さらに
外周壁７１の前後両端縁の中央には、弾性を有するフック７２が下向きに突出するように
形成されている。
【００４４】
　図６は飼育ケージホルダーＰ１におけるフック周辺を拡大して示す断面図であって、図
４の一点鎖線で囲まれる部分の断面図である。同図に示すようにこのフック７２の先端に
は内側に屈曲するように屈曲部７３が設けられており、この屈曲部７３が容器本体６の口
縁部６４における前後両端縁６５の下面に弾性係合することによって、蓋７が容器本体６
の上端開口部６３を閉塞した状態で容器本体６に取り付けられている。
【００４５】
　なお蓋７を容器本体６から取り外す場合には、フック７２を外側に弾性変形させて屈曲
部７３を口縁部６４から離脱させる。これによりフック７２の口縁部６４に対する係合を
解除できるため、蓋７を容器本体６から取り外すことができる。また蓋７を容器本体６に
取り付けるには、蓋７を容器本体６の上端部に被せるようにしながら、容器本体６側に押
し込む。そうするとフック７２が外側に変形してから、弾性力によって内側に戻ることに
より屈曲部７３が口縁部６４の下面に係合する。これにより蓋７が容器本体６の上端部を
覆うように配置された状態で容器本体６に取り付けられる。
【００４６】
　図６に示すように本実施形態において、蓋７を容器本体６に組み付けた状態では、フッ
ク７２の下端部としての屈曲部７３が口縁部６４の下面よりも下方に突出するように配置
されている。後述するようにフック７２の屈曲部７３によって、レール１７に対して飼育
ケージ５の位置決めを図ることができるようになっている。本実施形態においては、屈曲
部７３によって、フックの先端部および位置決め凸部が構成されている。
【００４７】
　また飼育ケージ５の蓋７の上面には把手７６が設けられている。この把手７６は回転操
作によって起立させることができるようになっている。そして把手７６を起立させた状態
では、その把手７６を手で持って、飼育ケージ５を持ち運ぶことができるようになってい
る。
【００４８】
　図１～図４に示すように、上記の構成の飼育ケージ５を上記のホルダー本体１の所定の
ケージ設置スペース１３に設置するには、所定のケージ設置スペース１３にその側方開口
部１５から飼育ケージ５を収容する。このとき飼育ケージ５の口縁部６４にける前後両端
縁６５，６５を、所定のケージ設置スペース１３に設けられた前後一対のレール２，２上
に沿わせながら、飼育ケージ５を所定のケージ設置スペース５内に収容していく。そして
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前後両フック７２，７２の屈曲部７３，７３を一対のレール２，２の所定の切欠部２１，
２１内に嵌め込み、飼育ケージ５の一対のレール２，２に対する不用意な位置ずれを防止
すると同時に、位置決めを図る。こうして飼育ケージ５が位置決めされた状態で、飼育ケ
ージ５における口縁部６４の前後両端縁６５，６５がホルダー本体１の前後一対のレール
２，２に支持される。これにより飼育ケージ５がホルダー本体１に吊持された状態に保持
される。このように飼育ケージ５をホルダー本体１の側方開口部１５から収容して、フッ
ク７２をレール２の切欠部２１内に嵌め込むだけで飼育ケージ５をホルダー本体１に取り
付けることができる。
【００４９】
　本第１実施形態のホルダー本体１においては上下方向に３つのケージ設置スペース１３
が形成されるとともに、各ケージ設置スペース１３に２つずつ飼育ケージ５を上記と同様
に収容して保持することができ、計６つの飼育ケージ５を縦横に並べて配置することがで
きる。
【００５０】
　一方、ホルダー本体１から飼育ケージ５を取り出す場合には、飼育ケージ５を少し上方
に持ち上げて、フック７２，７２の屈曲部７３，７３を一対のレール２，２の切欠部２１
，２１から抜き取る。これにより飼育ケージ５レール２に対する固定が解除されるので、
飼育ケージ５を側方に移動させてケージ設置スペース１３の側方開口部１５を介してホル
ダー本体１から取り出す。このようにフック７２をレール２の切欠部２１から抜き取って
、飼育ケージ５を側方に移動させるだけで飼育ケージ５をホルダー本体１から取り出すこ
とができる。
【００５１】
　以上説明したように、本第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１によれば、ホルダー本
体１のレール２に飼育ケージ５を吊持して、飼育ケージ５をケージ設置スペース１３に保
持する一方、上下に隣合うケージ設置スペース１３，１３間の開口部１４によって、ケー
ジ設置スペース１３，１３間のほぼ全域を連通しているため、飼育ケージ５を載置する棚
板等が存在しない。このため棚板によって視界が遮られることがなく、飼育ケージ５内の
動植物を十分に鑑賞することができる。
【００５２】
　特に本第１実施形態においては、上下開口部１４、側方開口部１５および前後開口部１
６によって各ケージ設置スペース１３の上下、左右、前後の全ての方向が開口されている
ため、ケージ設置スペース１３内の飼育ケージ５を全方向から覗き込むことができ、より
一層確実に鑑賞することができる。
【００５３】
　また本第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１においては、棚板がないためその分、材
料費を抑制できて、コストを削減することができるとともに、棚板を設置するスペースも
省略できて、ホルダー全体の小型コンパクト化を図ることができる。
【００５４】
　さらに棚板がないため、棚板上に溜まるゴミや埃を除去するような清掃作業も必要なく
、メンテナンスも簡単に行うことができる。
【００５５】
　また本第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１によれば、飼育ケージ５における口縁部
６４の前後両端縁６５，６５をホルダー本体１の前後のレール２，２に支持しているため
、二点支持により飼育ケージ５を安定した状態に保持できて、飼育ケージ５の位置ずれや
脱落を確実に防止することができる。
【００５６】
　さらに本第１実施形態においては、ホルダー本体１のレール２に形成された位置決め用
の切欠部２１に、飼育ケージ５のフック先端部を嵌め込むことにより、飼育ケージ５のレ
ール２に対する位置を固定している。このため飼育ケージ５をホルダー本体１に対しより
一層安定した状態に保持できて、飼育ケージ５の位置ずれや脱落をより一層確実に防止す
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ることができる。
【００５７】
　また本第１実施形態においては、容器本体６における口縁部６４の前後両端縁６５，６
５を外向き突起として利用しているため、口縁部６４と外向き突起とを別々に形成する場
合と比較して、構造の簡素化を図ることができるとともに、構造の簡素化によってコスト
も削減することができる。
【００５８】
　さらに本実施形態においては、フック７２の屈曲部７３を位置決め凸部として利用して
いるため、フック７２と位置決め凸部とを別々に形成する場合と比較して、構造の簡素化
およびコストの削減を図ることができる。
【００５９】
　また本第１実施形態においては、ホルダー本体１の側方開口部１５から飼育ケージ５を
収容してレール２に掛止するだけで簡単に、飼育ケージ５をホルダー本体１に保持できる
とともに、レール２に掛止された飼育ケージ５を側方開口部１５から引き出すだけで簡単
に、飼育ケージ５をホルダー本体１から取り出すことができる。
【００６０】
　図７は第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１を用いた一例の飼育ケージ陳列構造を示
す斜視図である。同図に示すように、この飼育ケージ陳列構造は、上記第１実施形態の飼
育ケージホルダーＰ１，Ｐ１を上下に２台積み重ねて、周知の位置決め部材によって互い
に着脱自在に固定されている。周知の位置決め部材としては、後述する第３実施形態の飼
育ケージホルダーＰ３に採用される位置決め部材等を用いることができる。
【００６１】
　なおこの飼育ケージ陳列構造においては、飼育ケージホルダーＰ１を上下に２台積み重
ねる場合を例に挙げて説明したが、それだけに限られず、本発明においては、飼育ケージ
ホルダーを３台以上積み重ねるようにしても良い。
【００６２】
　図８は第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１を用いた他の例の飼育ケージ陳列構造を
示す斜視図である。同図に示すように、この飼育ケージ陳列構造は、上記第１実施形態の
飼育ケージホルダーＰ１，Ｐ１を前後に２台並べて、周知の連結方式によって互いに着脱
自在に連結されている。ここで、周知の連結方式としては、フックにより連結する方式、
雄雌の嵌合によって連結する方式、バンドによって連結する方式等を用いることができる
。
【００６３】
　なおこの飼育ケージ陳列構造においては、飼育ケージホルダーＰ１を前後に２台並べて
配置する場合を例に挙げて説明したが、それだけに限られず、本発明においては、飼育ケ
ージホルダーを左右に並べても良いし、前後左右に３台以上並べて配置するようにしても
良い。
【００６４】
　また言うまでもなく図７の構造と、図８の構造とを併用するようにしても良い。すなわ
ち、飼育ケージホルダーＰ１を前後や左右に並べてさらに、上下に多段に積み重ねるよう
にしても良い。
【００６５】
　＜第２実施形態＞
　図９および図１０はこの発明の第２実施形態である飼育ケージホルダーＰ２を示す正面
図および側面図である。両図に示すように、この飼育ケージホルダーＰ２が上記第１実施
形態の飼育ケージホルダーＰ１と相違する点は、第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１
においては、１つのケージ設置スペース１３に２個の飼育ケージ５が保持されるのに対し
、本第２実施形態の飼育ケージホルダーＰ２においては、１つのケージ設置スペース１３
に１個の飼育ケージ５が保持される点である。
【００６６】
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　この第２実施形態の飼育ケージホルダーＰ２において他の構成は、上記第１実施形態の
飼育ケージホルダーＰ１と実質的に同様であるため、同一または相当部分に同一符号を付
して重複説明は省略する。
【００６７】
　この第２実施形態の飼育ケージホルダーＰ２においても、上記第１実施形態と同様に同
様の効果を得ることができる。
【００６８】
　なおこの第２実施形態の飼育ケージホルダーＰ２においても、上記図７および図８の構
造と同様に、上下に複数台積み重ねて配置しても良いし、前後左右に複数台並べて配置す
るようにしても良い。
【００６９】
　＜第３実施形態＞
　図１１はこの発明の第３実施形態である飼育ケージホルダーＰ３を説明するための斜視
図である。同図に示すようにこの第３実施形態の飼育ケージホルダーＰ３は、ホルダー本
体１に１つだけケージ設置スペース１３が設けられている。さらにホルダー本体１の上下
両側面、左右両側面、前後両側面には開口部１４～１６が設けられており、これらの開口
部１４～１６によって、ケージ設置スペース１３の上下両面、左右両側面および前後両面
のほぼ全域が、上下方向、左右方向および前後方向に開口している。
【００７０】
　またホルダー本体１の一対のフレーム１１における前部および後部には、位置決め突起
１８がそれぞれ形成されるとともに、ホルダー本体１の下端には、位置決め突起１８に対
応して、位置決め孔（位置決め凹部）１９がそれぞれ形成されている。本実施形態におい
ては、位置決め突起１８および位置決め孔１９によって位置決め部材が構成されている。
【００７１】
　この第３実施形態の飼育ケージホルダーＰ３において他の構成は、上記第１実施形態の
飼育ケージホルダーＰ１と実質的に同様であるため、同一または相当部分に同一符号を付
して重複説明は省略する。
【００７２】
　この第３実施形態の飼育ケージホルダーＰ３は、１台のみで使用することも可能である
が、通常２台以上で使用する。すなわち本実施形態の飼育ケージホルダーＰ３は、２台以
上を上下に積み重ねて使用する。この積み重ね状態においては、上下に隣合う飼育ケージ
ホルダーＰ３，Ｐ３のうち、下側の飼育ケージホルダーＰ３における上端の位置決め突起
１８が、上側の飼育ケージホルダーＰ３における下端の位置決め孔１９に嵌め込まれるこ
とにより、上下に隣合うホルダーＰ３，Ｐ３同士が互いに固定されている。これにより飼
育ケージホルダーＰ３，Ｐ３が不用意に分解されるのが防止される。
【００７３】
　なおこの第３実施形態の飼育ケージホルダーＰ３は、前後左右方向に複数台並べて配置
することも可能である。
【００７４】
　この第３実施形態の飼育ケージホルダーＰ３においては、ホルダー本体１の前後、左右
、上下が開口されているため、ホルダー本体１に保持された飼育ケージ５内の動植物を鑑
賞する際に、視界を遮るような部材がほとんどなく、十分に鑑賞することができる。たと
えホルダーＰ３を複数重ねて使用していても、棚板、天壁、底壁等の仕切壁が形成されな
いため、その仕切壁等のよって視界が遮られることがなく、飼育ケージ５内の動植物を十
分に鑑賞することができる。
【００７５】
　また本第３実施形態の飼育ケージホルダーＰ３においては、１台で使用しても、２台以
上を積み重ねて使用しても良いため、ユーザの好みや、飼育場所等の飼育状況に合わせて
、ケージ設置スペース１３の段数を自在に調整することができ、汎用性を向上させること
ができる。
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【００７６】
　ここで本第３実施形態の飼育ケージホルダーＰ３を例えば３台積み重ねた構造は、上記
第１実施形態の飼育ケージホルダーＰ１の構造に相当する。逆に上記第１実施形態の飼育
ケージホルダーＰ１をそのホルダー本体１における上下に隣合うケージ設置スペース１３
，１３間で分割した構造は、第３実施形態のケージホルダーＰ３に相当する。つまり本発
明においては、上記第１実施形態のようにケージ設置スペース１３が上下に複数配置され
た飼育ケージホルダーＰ１を、ホルダー本体１における上下に隣合うケージ設置スペース
１３，１３間において分割可能に構成しても良い。
【００７７】
　なお、上記３実施形態の飼育ケージホルダーＰ１～Ｐ３においては、ホルダー本体１に
ケージ設置スペース１３を１段または３段設ける場合を例に挙げて説明したが、それだけ
に限られず、本発明においては、ホルダー本体１にケージ設置スペースを２段または４段
以上設けるようにしても良い。
【００７８】
　また上記実施形態においては、１つのケージ設置スペース１３に対し、飼育ケージ５を
１つまたは２つ設置する場合を例に挙げて説明したが、それだけに限られず、本発明にお
いては、１つのケージ設置スペースに対し、飼育ケージ５を３つ以上設置するようにして
も良い。
【００７９】
　また上記第３実施形態においては、位置決め部材として、ホルダー本体１の上端に位置
決め突起１８を形成し、下端に位置決め凹部１９を形成しているが、それだけに限られず
、本発明においては、ホルダー本体の上端に位置決め凹部を形成し、下端に位置決め突起
を形成するようにしても良い。さらに本発明において、位置決め部材は、位置決め突起１
８および位置決め凹部１９だけに限られず、他の位置決め部材を用いても良い。例えばホ
ルダー本体１の上端部に位置決め溝を形成しておき、上側の飼育ケージホルダーのフレー
ムの下端縁や連結パイプ等のホルダー本体の下端部を、下側の飼育ケージホルダーにおけ
るホルダー本体の上記位置決め溝に収容することにより、上下に隣合う飼育ケージホルダ
ーを互いに位置決めするようにしても良い。また言うまでもなく、ホルダー本体の下端部
に位置決め溝を形成しておき、下側の飼育ケージホルダーにおけるホルダー本体の上端部
を、上側の飼育ケージホルダーにおけるホルダー本体の位置決め溝に収容するようにして
も良い。
【００８０】
　また本発明において、プラスチック製の飼育ケージと言う場合、少なくとも飼育ケージ
の容器本体がプラスチックによって構成されていれば良く、蓋は必ずしもプラスチックに
よって構成する必要はなく、蓋を金属や木材等の他の材料で構成するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００８１】
　この発明の飼育ケージホルダーは、小動物や、植物等の比較的小型の動植物が収容され
た飼育ケージを陳列保管する際に用いることができる。
【符号の説明】
【００８２】
１：ホルダー本体
１１：フレーム
１３：ケージ設置ステージ
１４：上下開口部
１５：側方開口部
１６：前後開口部
２：レール（支持片）
２１：切欠部（位置決め凹部）
５：飼育ケージ
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６：容器本体
６１：底壁
６２：周壁
６３：上端開口部
６４：口縁部
６５：前後両端縁（外向き突起）
７：蓋
７２：フック
７３：屈曲部（位置決め凸部）
Ｐ１～Ｐ３：飼育ケージホルダー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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